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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第209期
第２四半期
連結累計期間

第210期
第２四半期
連結累計期間

第209期

　
　

会計期間

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成24年
　　４月１日
至　平成24年
　　９月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成24年
　　３月31日 　

　

営業収益 (百万円) 98,895 95,232 203,697
　

　

経常利益 (百万円) 7,461 8,028 14,508
　

　

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,034 4,110 7,564
　

　

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,348 △1,493 7,826
　

　

純資産額 (百万円) 202,380 208,968 211,536
　

　

総資産額 (百万円) 342,481 344,448 353,269
　

　

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 23.01 23.45 43.16
　

　

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―
　

　

自己資本比率 (％) 58.5 60.1 59.3
　

　

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 8,492 18,028 14,630
　

　

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,127 △4,684 △12,478
　

　

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 644 △1,247 △6
　

　

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 29,381 39,514 27,416
　

　

　

回次
第209期
第２四半期
連結会計期間

第210期
第２四半期
連結会計期間 　

　

会計期間

自　平成23年
　　７月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成24年
　  ７月１日
至　平成24年
　　９月30日 　

　

１株当たり四半期純利益 (円) 10.48 10.28
　

　

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

　いない。

２　営業収益には消費税等は含まない。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（物流事業）

　当第２四半期連結会計期間において、三菱倉庫（中国）投資有限公司を設立し、連結の範囲に含めており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国で緩やかな回復が続いたものの、中国など新興国で成長

が鈍化し、欧州では債務危機を背景に景気の停滞感が強まりました。

またわが国経済は、東日本大震災の復興需要や政策効果に伴う内需拡大等により、景気は緩やかな回復

傾向を辿ったものの、海外の景気減速の影響等により期後半にかけて足踏み状態となりました。

こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、倉庫及び港湾運送等物流業界におい

ては、物流合理化の影響等により、また不動産業界においては、賃貸オフィスビルの空室率が改善せず一

部に賃料の低下が見られるなど、引き続き厳しい状況のうちに推移しました。

このような状況の下、当社グループは、東日本大震災による顧客の物流拠点見直し等に対応するととも

に積極的な営業活動を推進し、物流事業では、医薬品等の配送センター業務の拡大、海外拠点の拡充等に

努め、不動産事業では、テナントの確保及び賃料水準の維持・向上に努めました。他方、コスト管理の徹底

と業務の効率化を一層推し進め、業績の確保に努めました。

この結果、営業収益は、物流事業で、倉庫・陸上運送の両事業において医薬品等の取扱が堅調に推移し

たものの国際運送取扱事業において貨物取扱量が減少したため、不動産事業で、賃貸用商業施設での原状

回復工事収入の計上等により収入が増加したものの、全体として前年同期比36億6千2百万円（3.7％）減

の952億3千2百万円となりました。また営業原価は、物流事業において貨物取扱量の減少に伴い作業運送

委託費が減少し、物流、不動産の両事業において施設賃借費、減価償却費が減少したほか、コスト管理の徹

底及び業務の効率化に努めたこともあり、全体として前年同期比36億7千2百万円（4.2％）減の840億2千

9百万円となり、販売費及び一般管理費は、連結子会社における費用の表示方法変更等により、同3億1千4

百万円（6.5％）減の44億9千5百万円となりました。

このため、営業利益は、物流及び不動産の両事業で増益となったので、全体として前年同期比3億2千4百

万円（5.1％）増の67億7百万円となり、経常利益は、受取配当金の増加もあり、同5億6千6百万円

（7.6％）増の80億2千8百万円となりました。また四半期純利益は、固定資産処分損等の特別損失が増加

したものの、前年同期比7千6百万円（1.9％）増の41億1千万円となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。
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①　倉庫・港湾運送等の物流事業

倉庫・陸上運送の両事業は、医薬品等の取扱が堅調に推移したものの、全体として荷動きが伸び悩ん

だため、営業収益は倉庫事業で前年同期並みの182億4千6百万円、陸上運送事業で前年同期比1.8％減の

199億5千7百万円となりました。また、港湾運送事業は新規航路取扱もあり、営業収益は前年同期比

0.6％増の87億5千3百万円となりました。他方国際運送取扱事業は、輸出入貨物の取扱減少等により、営

業収益は同12.6％減の216億9千1百万円となりました。

この結果、物流事業全体の営業収益は、前年同期比37億4千1百万円（4.6％）減の773億6千9百万円と

なりました。また営業費用は、貨物取扱量の減少に伴い作業運送委託費が減少したほか、施設賃借費や

減価償却費の減少もあり、全体で前年同期比40億2百万円（5.1％）減の741億6千2百万円となりまし

た。このためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比2億6千1百万円（8.9％）増の32億7百万円と

なりました。

②　不動産事業

主力の不動産賃貸事業は、テナントの確保及び賃料水準の維持・向上に努めたもののオフィスビル

等の需要減退の影響により、営業収益は前年同期比1.7％減の155億9千8百万円となりました。他方その

他の営業収益は、賃貸用商業施設での原状回復工事収入の計上等により増収となりました。

この結果、不動産事業全体の営業収益は、前年同期比2億4百万円（1.1％）増の187億6千9百万円とな

りました。他方営業費用は、賃貸用商業施設での原状回復工事費用の計上等があったものの、施設賃借

費や減価償却費が減少したため、前年同期比4千8百万円（0.4％）減の130億5千万円となりました。こ

のためセグメント利益（営業利益）は、前年同期比2億5千2百万円（4.6％）増の57億1千9百万円とな

りました。

　

セグメント別営業収益

　

セグメント

営業収益(百万円) 前年同期比

当第２四半期連結累計期間 金額(百万円) (％)

倉庫・港湾運送等の物流事業 　 　 　

(倉庫事業) 18,246 △51 △0.3

(陸上運送事業) 19,957 △364 △1.8

(港湾運送事業) 8,753 49 0.6

(国際運送取扱事業) 21,691 △3,133△12.6

(その他) 8,720 △241 △2.7

計 77,369 △3,741 △4.6

不動産事業 　 　 　

(不動産賃貸事業) 15,598 △261 △1.7

(その他) 3,171 466 17.2

計 18,769 204 1.1

セグメント間取引消去 △906 △125 －

合計 95,232 △3,662 △3.7
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(2) 財政状態の分析

①　総資産

当第２四半期連結会計期間の総資産は、主として保有株式の時価低下に伴い「投資有価証券」が減

少したため、前期末比88億2千1百万円減の3,444億4千8百万円となりました。

②　負債合計

当第２四半期連結会計期間の負債合計は、「支払手形及び営業未払金」の支払や、保有株式の時価低

下に伴う「繰延税金負債」の減少により、前期末比62億5千4百万円減の1,354億7千9百万円となりまし

た。

③　純資産

当第２四半期連結会計期間の純資産は、四半期純利益の計上により「利益剰余金」が増加したもの

の、保有株式の時価低下に伴い「その他有価証券評価差額金」が減少したため、前期末比25億6千7百万

円減の2,089億6千8百万円となりました。

④　自己資本比率

この結果、当第２四半期連結会計期間の自己資本比率は、前期末を0.8ポイント上回る60.1％となり

ました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や

減価償却による資金留保、前期末のマンション販売代金の回収等により、180億2千8百万円の増加（前

年同期は84億9千2百万円の増加）となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出等

により、46億8千4百万円の減少（前年同期は51億2千7百万円の減少）となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、12億4

千7百万円の減少（前年同期は6億4千4百万円の増加）となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローは、これらに現金及び現金同等物に係る換

算差額（1百万円の増加）を加えた全体で120億9千7百万円の増加となり、現金及び現金同等物の四半期

末残高は395億1千4百万円となりました。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、株式会社の支配に関する基本方針を以下の通り定めております。

○会社の支配に関する基本方針

当社グループの主たる事業は、倉庫事業を中核とする物流事業並びにビル賃貸を中心とする不動産事

業であります。 
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物流事業については、倉庫事業を中核として陸上運送・国際運送取扱・港湾運送の各事業を情報通信

技術の活用により有機的かつ総合的に運営することを目指し、不動産事業については、所有地の立地に適

した活用により、主としてオフィスビル・商業施設の賃貸事業の展開を図っており、これら事業のフェア

な遂行を通じて、適正な利潤の確保と安定した成長を図り、株主及び社員に報いるとともに、豊かな社会

の実現に貢献していきたいと念願しております。 

両事業とも、好立地の土地、建物、設備等を要する性格上、多額の投資を必要としますので、事業の拡大

・発展を目指して、資金をはじめとする経営資源の投入は、長期的視野に立ち、継続的、計画的に展開して

おります。 

当社は、当社株式の大量取得を目的とする買付けの意義を一概に否定するものではありませんが、上記

に反するような当社の企業価値ひいては株主の共同の利益を損なう買付けは適切でないと考えておりま

す。 

現在のところ、当社株式を大量に取得しようとする者の存在は認識しておりませんが、当社株式の異動

状況を常に注視し、このような考え方に反して当社株式を大量に取得しようとする者が出現した場合に

は、それが当社の企業価値、株主共同の利益向上に資するものでないときは、適切な対抗措置を検討し、速

やかに実施する体制を整えることとしております。 

　
(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 440,000,000

計 440,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 175,921,478175,921,478

東京証券取引所
市場第一部
大阪証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
（単元株式数は1,000株）

計 175,921,478175,921,478― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年９月30日 － 175,921,478 － 22,393 － 19,383
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 13,051 7.42

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 11,710 6.66

明治安田生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内２丁目１－１　　　
　

9,707 5.52

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 7,775 4.42

三菱地所株式会社 東京都千代田区大手町１丁目６－１ 7,331 4.17

キリンホールディングス株式会社 東京都中央区新川２丁目10－１ 6,921 3.93

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 3,728 2.12

旭硝子株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目５－１ 3,315 1.88

三菱商事株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目３―１ 3,205 1.82

株式会社竹中工務店 大阪府大阪市中央区本町４丁目１－13 3,010 1.71

計 ― 69,756 39.65

(注) １　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行は、上表のほかに当社株式1,500千株を議決権を留保した退職給付信託として信

託設定している。

　　 ２　平成23年10月５日付にて東京海上日動火災保険株式会社及びその共同保有者から提出された大量保有報告書の

変更報告書により、平成23年９月30日現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けているが、当社

は当第２四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認ができないため、上記大株主の状況は、株主

名簿に基づいて記載している。

　
氏名又は名称 住　所

所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

　 東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 8,327 4.73

　
東京海上アセットマネジメント
投信株式会社

東京都千代田区丸の内１丁目３－１ 257 0.15

     ３　平成24年11月５日付にて株式会社三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ及びその共同保有者から提出された

大量保有報告書の変更報告書により、平成24年10月29日現在で以下のとおり株式を保有している旨の報告を

受けているが、当社は当第２四半期会計期間末日現在における実質所有株式数の確認ができないため、上記大

株主の状況は、株主名簿に基づいて記載している。

　
氏名又は名称 住　所

所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

　 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 5,228 2.97

　 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 7,566 4.30

　 三菱ＵＦＪ投信株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－５ 1,923 1.09

　

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー
証券
株式会社

東京都千代田区丸の内２丁目５－２ 1,604 0.91
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区　分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 

576,000 ― ―

(相互保有株式)
普通株式

525,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式    173,814,000173,814 ―

単元未満株式 普通株式 1,006,478― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 　 175,921,478― ―

総株主の議決権 ― 173,814 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、相互保有株式1,397株（福井倉庫株式会社所有995株、株式会社草津倉庫所有

402株）及び当社保有の自己株式541株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

三菱倉庫株式会社
東京都中央区新川
１丁目28－38

576,000 ― 576,000 0.33

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

福井倉庫株式会社
福井県福井市花堂北
１丁目４－22

277,000 ― 277,000 0.16

株式会社草津倉庫
滋賀県草津市大路
１丁目13－25

138,000 ― 138,000 0.08

中谷運輸株式会社
大阪府大阪市港区
海岸通１丁目５－22

50,000 ― 50,000 0.03

湘南企業株式会社
神奈川県横浜市西区
高島２丁目19－３

30,000 ― 30,000 0.02

相互運輸株式会社
福岡県福岡市博多区大
博町６－16

30,000 ― 30,000 0.02

計 ― 1,101,000 ― 1,101,000 0.63

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,812 32,427

受取手形及び営業未収金 ※2
 41,623

※2
 30,218

有価証券 5,000 8,500

販売用不動産 2,498 2,701

繰延税金資産 2,050 2,021

その他 4,413 4,529

貸倒引当金 △69 △60

流動資産合計 79,328 80,338

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 100,733 97,717

機械装置及び運搬具（純額） 3,073 2,911

土地 66,068 66,069

建設仮勘定 574 1,729

その他（純額） 2,290 2,636

有形固定資産合計 172,740 171,065

無形固定資産

借地権 6,719 7,722

のれん 1,878 1,768

その他 4,386 4,939

無形固定資産合計 12,984 14,429

投資その他の資産

投資有価証券 79,095 70,029

長期貸付金 834 666

繰延税金資産 3,009 2,962

その他 5,476 5,231

貸倒引当金 △32 △32

投資損失引当金 △165 △243

投資その他の資産合計 88,216 78,614

固定資産合計 273,940 264,109

資産合計 353,269 344,448
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 ※2
 20,876

※2
 19,309

短期借入金 15,800 16,041

未払法人税等 2,839 2,692

取締役賞与引当金 45 20

その他 12,540 11,780

流動負債合計 52,101 49,844

固定負債

社債 29,000 29,000

長期借入金 8,990 8,728

長期預り金 23,802 23,529

繰延税金負債 10,747 7,103

退職給付引当金 16,412 16,349

役員退職慰労引当金 357 200

その他 321 723

固定負債合計 89,631 85,635

負債合計 141,733 135,479

純資産の部

株主資本

資本金 22,393 22,393

資本剰余金 19,617 19,617

利益剰余金 144,782 147,840

自己株式 △695 △700

株主資本合計 186,097 189,151

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,634 19,934

為替換算調整勘定 △2,127 △2,059

その他の包括利益累計額合計 23,506 17,874

少数株主持分 1,931 1,941

純資産合計 211,536 208,968

負債純資産合計 353,269 344,448
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業収益

倉庫保管料 10,816 10,804

倉庫荷役料 7,481 7,442

陸上運送料 20,321 19,957

港湾荷役料 8,702 8,752

国際運送取扱料 24,825 21,691

不動産賃貸料 16,576 16,148

その他 10,171 10,436

営業収益合計 98,895 95,232

営業原価

作業運送委託費 43,061 39,363

人件費 16,776 16,722

施設賃借費 4,093 3,882

減価償却費 6,481 6,012

その他 17,289 18,048

営業原価合計 87,702 84,029

営業総利益 11,192 11,202

販売費及び一般管理費 ※1
 4,809

※1
 4,495

営業利益 6,383 6,707

営業外収益

受取利息 25 23

受取配当金 990 1,144

持分法による投資利益 118 260

その他 349 299

営業外収益合計 1,484 1,728

営業外費用

支払利息 365 378

その他 40 30

営業外費用合計 406 408

経常利益 7,461 8,028

特別利益

固定資産処分益 － 11

固定資産受贈益 － 55

施設解約補償金 179 33

特別利益合計 179 100

特別損失

固定資産処分損 121 577

投資有価証券評価損 744 892

投資損失引当金繰入額 26 77

本社移転費用 158 －

特別損失合計 1,051 1,547

税金等調整前四半期純利益 6,589 6,582

法人税等 2,526 2,435

少数株主損益調整前四半期純利益 4,062 4,146

少数株主利益 28 35

四半期純利益 4,034 4,110
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,062 4,146

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,449 △5,711

為替換算調整勘定 34 41

持分法適用会社に対する持分相当額 4 30

その他の包括利益合計 △6,410 △5,639

四半期包括利益 △2,348 △1,493

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,366 △1,521

少数株主に係る四半期包括利益 18 27
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,589 6,582

減価償却費 6,688 6,157

引当金の増減額（△は減少） △629 6

受取利息及び受取配当金 △1,016 △1,168

支払利息 365 378

投資有価証券評価損益（△は益） 744 892

売上債権の増減額（△は増加） △427 11,431

販売用不動産の増減額（△は増加） △1,285 △202

仕入債務の増減額（△は減少） △445 △1,802

預り金の増減額（△は減少） 27 △1,142

その他 △451 △988

小計 10,160 20,142

利息及び配当金の受取額 1,096 1,234

利息の支払額 △353 △366

法人税等の支払額 △2,410 △2,982

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,492 18,028

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △3,812 △4,803

固定資産の売却による収入 7 38

投資有価証券の取得による支出 △1,660 △467

投資有価証券の売却による収入 233 3

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 383

その他 105 161

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,127 △4,684

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の純増減額（△は減少） 1,790 △34

配当金の支払額 △1,052 △1,052

その他 △93 △160

財務活動によるキャッシュ・フロー 644 △1,247

現金及び現金同等物に係る換算差額 21 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,031 12,097

現金及び現金同等物の期首残高 25,349 27,416

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 29,381

※1
 39,514
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　(連結の範囲の重要な変更)

　当第２四半期連結会計期間より、新たに設立した三菱倉庫（中国）投資有限公司を連結の範囲に含めておりま

す。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産のうち、定率法を採用している有形固定資産については改正後の法人税法に基づく定率法に変

更しております。

　これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

(四半期連結損益計算書)

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　当社連結子会社の富士物流㈱は、当期首における組織変更により、第１四半期連結会計期間から、従来、販売費及

び一般管理費として計上していた本社営業部門の費用及びシステム関連費用の一部を営業原価として計上してお

ります。これは、当該組織変更により、第１四半期連結会計期間から営業原価として計上すべき本社営業部門の費

用及びシステム関連費用の金額を把握することが可能となったことによるものであります。

  なお、表示方法の変更に関する原則的な取扱いについては、過去の情報を変更後の組織区分に合わせて再分類な

いし適切な基準を用いた配賦算定ができないことから、前連結会計年度まで組替えすべき金額を合理的に把握す

ることが実務上不可能であったため、過去の四半期連結財務諸表の組替えを行っておりません。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費が349百万円減少し、営業

原価の人件費が255百万円、減価償却費が59百万円、施設賃借費が13百万円、その他が21百万円それぞれ増加してお

りますが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１  偶発債務

　連結会社以外の会社の借入金等に対して次のとおり債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

夢洲コンテナターミナル㈱ 1,365百万円 1,354百万円

名古屋ユナイテッドコンテナ
ターミナル㈱

-  〃 856  〃

㈱ワールド流通センター 592  〃 537  〃

㈱神戸港国際流通センター 495  〃 -  〃

その他 162  〃 138  〃

計 2,615百万円 2,887百万円
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※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、当第２四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 47百万円 73百万円

支払手形 119  〃 67  〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

報酬及び給与 2,316百万円 2,185百万円

福利厚生費 449　〃 456  〃

取締役賞与引当金繰入額 20　〃 20　〃

退職給付費用 208　〃 195　〃

役員退職慰労引当金繰入額 25　〃 22　〃

のれん償却額 110　〃 110　〃

　
(注)　表示方法の変更に記載のとおり、販売費及び一般管理費の一部を営業原価として計上しておりますが、過去の

四半期連結財務諸表の組替えを行っておりません。

　　　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の報酬及び給与が178百万円、福利厚生費が46百万

円、退職給付費用が26百万円それぞれ減少しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 25,565百万円 32,427百万円

預入期間が６か月を超える定期預金 △1,226　〃 △1,425  〃

容易に換金可能で価値変動リスクの
僅少な有価証券

5,000　〃 8,500  〃

流動資産その他（預け金） 42　〃 12  〃

現金及び現金同等物 29,381百万円 39,514百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,052 6 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 1,052 6 平成23年９月30日 平成23年12月１日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,052 6 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 1,052 6 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２倉庫・港湾運送

等の物流事業
不動産事業 計

営業収益 　 　 　 　 　

  外部顧客に対する営業収益 80,910 17,984 98,895 ― 98,895

  セグメント間の内部
  営業収益又は振替高

200 580 780 △780 ―

計 81,110 18,565 99,675 △780 98,895

セグメント利益 2,945 5,466 8,412 △2,029 6,383

(注) １　セグメント利益の調整額△2,029百万円には、セグメント間取引消去16百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△2,045百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

る。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２倉庫・港湾運送

等の物流事業
不動産事業 計

営業収益 　 　 　 　 　

  外部顧客に対する営業収益 77,171 18,060 95,232 ― 95,232

  セグメント間の内部
  営業収益又は振替高

197 708 906 △906 ―

計 77,369 18,769 96,139 △906 95,232

セグメント利益 3,207 5,719 8,926 △2,219 6,707

(注) １　セグメント利益の調整額△2,219百万円には、セグメント間取引消去26百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△2,246百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

る。

　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、報告セグメントの減価償

却の方法についても、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産のうち、定率法を採用している有形固定資産については改正後の法人税法に基づく定率

法に変更しております。

　当該変更によるセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益 23.01円１株当たり四半期純利益 23.45円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（算定上の基礎） （算定上の基礎）

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 4,034百万円
　

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 4,110百万円
　

普通株式に係る四半期純利益 4,034百万円

　

普通株式に係る四半期純利益 4,110百万円

　

普通株主に帰属しない金額の主な内訳

　該当事項はありません。

普通株主に帰属しない金額の主な内訳

　該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数 175,287,024株
　

普通株式の期中平均株式数 175,279,044株
　

　

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　
　

２ 【その他】

第210期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年10月31日開催の

取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主又は登録株式質権者に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　 1,052百万円

②　１株当たりの金額　　　　 　　　　　　　　　　　 　　６円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成24年11月14日

三菱倉庫株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    牧　　野　　隆　　一　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  　長　　﨑　　康　　行    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    秋　　山　　高　　広    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三
菱倉庫株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平
成24年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠し
て四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定さ
れた手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三菱倉庫株式会社及び連結子会社の平成
24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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